
7/8(金)14:00~16:00 102 会議室
7/9(土)  9:30~11:30 103 会議室

6/24(金) 10:00~12:00 会議室8
6/25(土) 10:00~12:00 会議室6・7

福岡県宗像市久原 400
宗像ユリックス

（3） 平成28年6月15日 No.318むなかたタウンプレス

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書政策課広報報道担当☎0940（36）1055まで

情
報
が
命
を
　
　

　
　
守
る
こ
と
も

　
気
象
情
報
や
避
難
情
報
が
命

を
守
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
災

害
時
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
最
新
情

報
の
入
手
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
。

　
市
で
は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ

コ
ン
、
フ
ァ
ク
ス
で
災
害
情

報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

る
、
緊
急
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

を
整
備
し
て
い
ま
す
（
登
録

無
料
。
通
信
料
が
か
か
り
ま

す
。
詳
細
は
「
防
災
マ
ッ
プ
」

15
ペ
ー
ジ
参
照
）。
市
防
災
ＨＰ

http://w
w
w
.m
unakata-

bousai.jp/

も
開
設
し
て
い

ま
す
。

　
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分

か
ら
な
い
自
然
災
害
。
災
害
が

起
こ
る
前
に
「
防
災
マ
ッ
プ
」

に
目
を
通
し
、
地
域
で
の
訓
練

に
参
加
し
て
、
防
災
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、
災
害
に
備
え
ま

し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
安
全
課

　
☎
（
36
）
５
０
５
０

行　政

風
水
害
へ
の
対
策

　
発
生
が
予
測
で
き
る
風
水
害

は
、
日
頃
の
備
え
や
早
め
の
避

難
で
被
害
を
最
小
限
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
外
出
は
控
え
る

　
豪
雨
・
暴
風
の
危
険
性
が
あ

る
時
は
、
不
要
不
急
の
外
出
は

控
え
る

●
自
宅
の
点
検

　
雨
樋
（
あ
ま
ど
い
）
の
修
繕
、

雨
戸
の
補
強
、
自
宅
や
周
辺
の

側
溝
な
ど
を
点
検
し
て
お
く

●
非
常
食
な
ど
の
確
保

　
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
出

た
と
き
に
、
す
ぐ
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
貴
重
品
や
非
常
時
持

出
品
を
準
備
し
て
お
く

●
避
難
場
所
の
確
認

　
避
難
時
に
落
ち
着
い
て
行
動
で

き
る
よ
う
に
避
難
場
所
や
避
難
経

路
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く

＊
非
常
食
な
ど
の
準
備
、
避
難

場
所
の
確
認
は
地
震
対
策
に

も
つ
な
が
り
ま
す

◆
避
難
時
に
気
を
付
け
る
こ
と

　
浸
水
前
に
早
め
に
安
全
な
場

所
へ
の
避
難
（
水
平
避
難
）
が

原
則
。
夜
間
や
浸
水
後
の
避
難

は
無
理
を
し
て
移
動
を
せ
ず

に
、
近
隣
ビ
ル
の
高
層
階
や
自

宅
の
２
階
と
い
っ
た
高
い
場
所

へ
の
避
難
（
垂
直
避
難
）
も
有

効
。

地
震
へ
の
対
策

　
突
然
発
生
す
る
地
震
。
建
物

が
倒
壊
し
な
く
て
も
、
大
き
な

家
具
の
転
倒
、
ガ
ラ
ス
の
飛
散

な
ど
で
逃
げ
場
を
ふ
さ
が
れ
た

り
、
ケ
ガ
を
し
た
り
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
家

具
の
固
定
や
配
置

方
法
の
工
夫
は
す

ぐ
に
で
き
る
対
策

で
す
。

広告

安定した国保事業運営を

　国民健康保険（国保）は、病気や
けがのときに安心して医療が受けら
れるよう、被保険者が保険税を出し
合い、必要な医療費に充てて相互に
助け合う制度です。
　また、国保は、一会計年度を単位
として収支する短期保険であり、毎
年度、保険給付費等歳出に見合った
適正な国保税率を設定・課税し、そ
の収入を確保することが事業運営の
基本かつ前提です。

国保税の改定について

　国から示される後期高齢者支援金
分と、介護納付金分の納付金額が
前年度と比較して減少したことに伴
い、国保税として徴収しなければな
らない税額も減少し、それに合わせ

て国保税率を引き下げることが可能
となりました。

歳入・歳出の主な増加要因

　歳入の主な増加要因は、前年度と比
べ、前期高齢者交付金が１億8,928万
円（6.7％）、共同事業交付金が9,919
万円（4.0％）、繰入金が8,362万円
（9.5％）、国庫支出金が8,085万円
（3.6％）増えたことなどです。
　歳入に占める国民健康保険税の割
合は約18.5％で、大半は国、県な
どの支出金で賄われています（図１
参照）。
　歳出の主な増加要因は、前年度と
比べて、保険給付費が１億7,512万
円（2.4％）、共同事業拠出金が7,301
万円（2.9％）増えたことなどです。
　歳出に占める割合が最も大きいの
は保険給付費で、共同事業拠出金、
後期高齢者支援金等、介護納付金と

なっています（図２参照）。
　国保税は、被保険者の保険給付費、
後期高齢者支援金、介護納付金に充
てられていて、国保事業の運営経費
（事務員や職員の人件費、郵送代など）
には一切使われていません。

みなさんが安心して
医療が受けられる

　将来にわたって、誰もが安心して
医療が受けられる制度として維持・
継続していくため、引き続き医療費
適正化の取り組みにまい進していき
ます。市民・被保険者のみなさん
の理解と協力をよろしくお願いしま
す。

■問い合わせ先
　国保医療課国民健康保険係
　� ☎（36）1363

平成28年度 市国民健康保険特別会計予算
国民健康保険税
22億258万円
18.5%

保険給付費
73億5,516万円
61.9%

後期高齢者
支援金等

12億1,599万円
10.2%

総務費
1億2,530万円
1.1%

繰入金
9億6,051万円
8.1%

国庫支出金
23億2,551万円
19.6%

前期高齢者交付金
30億426万円
25.3%

県支出金
5億5,055万円
4.6%

療養給付費等
交付金

2億1,879万円
1.9%その他

3,141万円
0.3%

共同事業交付金
26億624万円
21.9%

その他
1,515万円
0.1%

歳出予算額
118億
8,359万円

(100%)

介護納付金
4億2,247万円
3.5%

共同事業
拠出金

26億2,488万円
22.1%

保健事業費
1億838万円
0.9%

【図１】歳入

（単位：万円）歳入、歳出の内訳

【図２】歳出

歳入予算額
118億
8,359万円

(100%)

　

今
年
４
月
、
最
大
震
度
７
と
い
う
熊

本
地
震
が
発
生
。
本
市
で
も
震
度
４
を

観
測
し
ま
し
た
。
ま
た
、
梅
雨
の
季
節

を
迎
え
、
大
雨
や
土
砂
災
害
も

心
配
さ
れ
ま
す
。
災
害
に
対
す

る
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
収
納
の
工
夫

　
重
い
も
の
は
下
に
、
軽
い
も

の
は
上
に
収
納
す
る

●
家
具
な
ど
の

　
　
　

置
き
方
の
工
夫

▽
家
具
の
下
に
転
倒
防
止
の
ビ

ニ
ー
ル
樹
脂
状
の
も
の
を
入

れ
、
壁
に
も
た
れ
気
味
に
し

て
お
く

▽
出
入
口
や
通
路
に
は
、
な
る

べ
く
荷
物
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る

▽
就
寝
場
所
に
は
、
家
具
が
倒

れ
て
こ
な
い
よ
う
に
配
置
す

る
●
ガ
ラ
ス
の
飛
散
防
止

　
割
れ
た
ガ
ラ
ス
が
飛
び
散
る

の
を
防
ぐ
た
め
、
ガ
ラ
ス
飛
散

防
止
フ
ィ
ル
ム
を
貼
る

●
耐
震
金
具
の
利
用

　
転
倒
防
止
金
具
、
重
ね
留
め

用
金
具
、
扉
・
引
き
出
し
開
放

防
止
金
具
な
ど
を
家
具
や
棚
に

設
置
す
る

◆
も
し
地
震
が
発
生
し
た
ら

　
地
震
が
発
生
し
た
ら
慌
て
ず

落
ち
着
い
て
、
身
の
回
り
の
安

全
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。
大
き

な
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
土
砂
災

害
の
危
険
が
予
測
さ

れ
る
地
域
は
崖
な
ど

の
危
険
な
場
所
か
ら

避
難
を
。
沿
岸
部
は

津
波
の
恐
れ
が
あ
る

の
で
高
台
へ
素
早
く

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

今
だ
か
ら
こ
そ

災
害
対
策
！


